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古墳時代終末期という時代
私は古

こ

墳
ふん

時代の終わり頃、西暦では 7 世紀の古
墳文化を研究しています。この時代は奈良県飛

あ す か

鳥地
域を中心に宮殿や寺院が建てられたことから飛鳥時
代とも呼ばれ、日本が本格的な国づくりに着手した
時期です。それでも、旧来からの古墳は依然として
造営されており、かの聖徳太子も母と妃

きさき

とともに整
美な横穴式石室をもつ古墳に葬られたとされます。

東京でも、終末期になると前方後円墳などの大き
な古墳に代わって、小規模な石室墳や台地等の斜面
に掘り込む横

よこ

穴
あな

墓
ぼ

という墳墓が普及していました。
これらは複数が近接して造営されることから、総じ
て「群

ぐん

集
しゅう

墳
ふん

」と言われます。群集墳がどのような人々
によって残されたのかを解明することは、南武

む さ し

蔵（東
京都と神奈川県の一部）の古代を考えるうえで、き
わめて重要な課題です。ここでは、古墳時代終末期
に群集墳が形成された理由について、以下の事例か
ら述べてみます。

あきる野市瀬戸岡古墳群と馬飼集団
東京都の西部、多摩川支流の平

ひら

井
い

川と秋
あき

川には
さまれた秋

あき

留
る

台地の縁辺には、総数 40 ～ 50 基か
らなる瀬

せ

戸
ど

岡
おか

古墳群が所在します。戦前からの調査
により、以下の特徴をもつ古墳が発見されています。

1) 古墳の墳
ふんきゅう

丘がほとんど認められず、人を埋
まい

葬
そう

した河原石積みの石室が地表面下に構築され、横穴
式石室の規模は全長が３～ 4m で幅も狭い。

2) 一部の石室には火葬骨を収めた土器が埋
まい

納
のう

さ
れており、奈良時代にも墓として再利用された。　
などです。

かつて私が調査を担当した 30 号墳では、石室の
南端に河原石が多く積まれており、その下部から石
室へ降りる階段状の施設（墓

ぼ ど う

道）が見つかりました。
この構造とよく似た石室は、静岡県東部の駿

す る が

河地域
にも多く見られます（図 1）。例えば、富士市船

ふな

津
つ

古墳群は愛
あし

鷹
たか

山麓に展開する群集墳で総数 190 基
で構成されます。石室側面にやや膨らみ（胴張り）
がみられますが、これは瀬戸岡古墳群と共通します。
果たして、両者は偶然の産物だったのでしょうか。

対岸に位置する草
くさ

花
ばな

古墳群では、古墳の周溝から
1 頭の馬を埋葬した墓が見つかっています。周

しゅうこう

溝か
ら出土した土器からみて、古墳の時期は 6 世紀末
頃と推定されます。また、瀬戸岡古墳群に隣接する
三
み

吉
よし

野
の

遺跡群の 7 世紀末～ 8 世紀初めの住居跡か
らは、馬を制御するための馬具（鉄

てつぐつわ

轡）が検出され
ました。さらに、一定の土地を溝で囲む区画も検出
されており馬の放牧場（牧

まき

）とみられます。
以上の点から、少なくとも秋留台地周辺では古墳

図１　共通する石室形態

祭祀の場

  墳墓  墳墓   墳墓

放牧地農耕地
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ウマ・ウシ
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あきる野市瀬戸岡 30号墳 富士市船津 L-209 号墳
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図２　秋留台地の古代環境モデル

当センターの調査研究員が
行っている さまざまな研究を
やさしく紹介する新コーナーです。

調査員の研究ノート
こんな研究しています
#1　調査課課長　松崎元樹
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時代終末期には馬の飼養が行われていたようです。
台地周辺は古代の「小

お

川
がわ

（河）郷
ごう

」に比定されており、
この地に小川牧が置かれたことが文献にも記載され
ています。じつは、愛鷹山周辺にも「岡

おか

野
のの

馬
うま

牧
まき

」が
置かれたことが知られています。遠く離れた二つの
群集墳は、「馬」によって結ばれていた可能性があ
ります。

現在、秋留台地東端の多摩川と平井川の合流点付
近には二

にの

宮
みや

神社が鎮座します。かつて、境内から多
量の土器が出土しましたが、多くは浜

はま

名
な

湖
こ

西岸で焼
かれた須

す

恵
え

器
き

でした。おそらく、この場所に人が集
い、何らかの「マツリ」が行われたのでしょう。私
は、これら考古学的資料から東海地方から馬飼技術
をもつ集団が移住して、農業生産が乏しかったこの
地で馬

ば

匹
ひつ

生産を始めたと考えています。特定の職能
集団による、土地の開発や経営に関するモデルケー
スといえます（図 2）。

町田市西谷戸横穴墓群と装飾付大刀
さて、もう一つの群集墳である横穴墓群の場合

はどうでしょうか。鶴
つる

見
み

川流域の多摩丘陵に展開す
る西

にし

谷
や

戸
と

横穴墓群は総数９基で構成され、墓室は軟
質の泥

でい

岩
がん

層中に掘られています。その平面形は奥に
向かって幅を広げる撥

ばち

形ないしは羽
は

子
ご

板
いた

状を呈し
ます。横穴墓群は大きく二群に分かれ、それぞれ 2
～ 3 基を 1 グループとして造墓されています。お
そらく、家族や親族ごとに墓が営
まれたものと思われます。

墓室の内部構造の検討から３時
期に区分できます。概ね、墓室内
区分が有るもの→無いもの、段差

（有段屍
ししょう

床）・排水溝があるもの→
無いもの、規模が大きなもの→小
さなものに変化します。この中で
５号墓は最も規模が大きく、全長
７ｍ以上の墓室を有します（図 3）。
この墓からは、圭

けいとう

頭大
た ち

刀と呼ばれ
る装飾付大刀の柄

つかがしら

頭や鍔
つば

等が見つ
かりました。これらは銅製の地

じ

金
がね

に金メッキを施したもので、おそ
らく、畿

き

内
ない

中枢の工房などで製作
されたものです。装飾付大刀には
他に環

かん

頭
とう

・円
えん

頭
とう

・頭
かぶ

椎
つち

・方
ほう

頭
とう

大
た

刀
ち

等がありますが、6 世紀後半以降に倭
わ

王権（または
中央豪

ごう

族
ぞく

）の威
い

信
しん

財
ざい

として各地の豪族に配布されま
した。大刀を佩

はい

用
よう

することで、身分や地位を表す目
的があったと推測されますが、同時に蘇

そ が

我氏や物
もののべ

部
氏等の有力豪族との結びつきを誇

こ じ

示する器物でも
あったのです。

このような装飾付大刀は、前方後円墳に代表さ
れる地域首長の古墳から出土する傾向がある反面、
南武蔵では横穴墓に副

ふく

葬
そう

される事例がみられます。
また、装具に象

ぞう

嵌
がん

（鉄地に文様等を埋め込む金工技
法）をもつ大刀や銅

どう

鋺
わん

（仏
ぶ っ ぱ ん き

飯器）などもあります。
特に重要なのは、定着初期の横穴墓群の被葬者が装
飾付大刀を有していたことであり、土地の開発に際
して、倭王権からの承認を得ていた可能性が指摘で
きます。言いかえれば、中央集権国家を建設するた
め、地域統合を進める倭王権にとって、在地でのし
がらみのない新興勢力との関係を築くことにメリッ
トがあったからにほかなりません。

以上、群集墳の形態はさまざまですが、石室墳や
横穴墓群の造墓集団が推

すいこちょう

古朝（593 ～ 628 年）に
始まる政治の変革期において、地域社会の編成に深
く関わっていたことがわかってきました。　　　　　　　　　　

＊拙書『東京の古墳を探る』（吉川弘文館 2022
年刊）にも研究内容を詳しく記載しています。

3 号墓

1号墓 2号墓

5号墓

4号墓

6号墓

7号墓 9号墓

A区 B区

1期

2期

3期

600 年

5号墓出土の圭頭大刀
（町田市教育委員会所蔵）

640 年

図３　西谷戸横穴墓群の変遷
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 遺跡だより

 世田谷区　下野毛遺跡　

136 所 在 地：世田谷区野毛一丁目 
調査期間：2022.10~2023.6
調査面積：2,810㎡

下
しも

野
の

毛
げ

遺跡は、多摩川中流域左
さ

岸
がん

の国分寺崖
がい

線
せん

上、
武
む さ し の

蔵野面に立地する遺跡群の一つです。遺跡は、上
かみ

用
よう

賀
が

付近に源を発する谷
や

沢
ざわ

川によって開
かい

析
せき

された等
と

々
ど

力
ろき

渓
けい

谷
こく

が東側に、西側には多摩川が流れる標高約 33m の舌
ぜつ

状
じょう

台地上に位置しています。また、遺跡の範囲内には東京都
指定史跡の野

の

毛
げ

大
おお

塚
つか

古
こ

墳
ふん

をはじめとする、野毛古墳群が
広がっています（写真 1）。

遺跡は、1955 年を皮切りに、それ以降 16 次にわたる
発掘調査が行われ、今回は第 17 次調査となります。東京
都埋蔵文化財センターが実施した本遺跡の調査は、第 16
次調査に続き 2 回目になります。当センターが行ったこ
れまでの調査では、縄文時代中期の集落跡が見つかって
いますが、旧石器時代・古墳時代・中世・近世以降の遺構・
遺物も見つかっている複合遺跡です。

今回の調査では、今のところ 6 軒の縄文時代中期の竪
たて

穴
あな

住
じゅうきょし

居址が検出されています。残念ながら住居址覆
ふく

土
ど

の
残存状況が良くなく、平面形態が分かる住居址を検出す
ることは出来ていませんが、住居内炉

ろ

の残存状況は比較

的良好でした。縄文時代中期は、炉の造りのバリエーショ
ンが増える時期です。本遺跡からも床を掘りくぼめて作る
地
じ

床
しょう

炉
ろ

（写真2）、深鉢形土器を埋め込んだ埋
まいようろ

甕炉（写真3）、
石を巡らせた石

いし

囲
がこい

炉
ろ

など多様な造りをした炉が検出され
ています。写真 2 の炉からは、複数個体の土器や石器が、
一括廃棄された状態で出土しています。写真 3 の埋甕炉
には、中期後

こう

葉
よう

の加
か

曽
そ

利
り

E2式の深鉢形土器の胴部が埋まっ
ていました。

さらに古墳時代では、野毛 2 号墳の周
しゅうごう

濠も検出されて
います。この古墳は、第 6 次調査で西側を、第 16 次調査
では東側を調査していますが、今回は前回に続く南東部
を調査しました。南側の周濠端部の作りが明らかになり、
南側に前方部ないしは造

つくりだし

出部を持つ古墳であったことが
分かりました。周濠内からは、6 世紀初頭の円筒形埴

は に わ

輪も
出土しており、古墳も同時期と推測されます（写真４）。

発掘調査終了まではあと少し。7 月からは整理作業に取
り掛かり、報告書の刊行は来年度を予定しています。

（堀　恭介）

写真 1　野毛大塚古墳と発掘調査範囲　

写真 2　83号住居址炉址内遺物出土状況

写真 3　79号住居址埋甕炉

写真４　野毛 2号墳周濠内円筒形埴輪出土状況
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都埋文の機器分析 当センターの分析機器から得られた
調査成果を紹介します！

東京都埋蔵文化財センターでは、遺跡調査を支援
するための分析機器を幾

いく

つか備えています。これら
の機器の特徴や得られた成果について特集するのが
今回から始まる新連載。そのトップバッターとし
て、導入４年目を迎えた CT スキャン装置（以下、
CT）について、初回拡大版でご紹介します。

◇
CT は、撮影位置の異なる数百～数千枚の X 線透

過画像（レントゲン画像）をコンピュータで解析す
ることで、被写体の密度分布を立体的に復元し、任
意の場所の断層画像や３Ｄ画像を描くことのできる
装置です。皆さんの中には、人がベッドに寝た状態
でリング状の機械の中を移動する大きな病院の検査
機器を思い浮かべる方も多いのではないでしょう
か。当センターの CT も原理的には同じですが、被
写体を本体の中のターンテーブルに載せて撮像する
工業仕様の装置です。マイクロフォーカスＣＴとも
呼ばれ、小さなものを拡大して撮影する場合に特に
力を発揮します。撮影できる被写体は直径 30㎝以
内、高さ 50㎝以内のものに限られ、病院の CT な
どと比較するとかなりコンパクトな装置ですが、そ
れでも、大きさは本体部分だけで幅約 2.1m ×奥行
約 1m ×高さ約 1.9 ｍ、重量はなんと約３トン！こ
れに操作・解析用パソコン２台や電源装置・真空ポ
ンプなどが付属するという、当センターの中で最も
大掛かりな装置でもあります。

ちなみに CT とは「computed tomography（コ
ンピュータ断層撮影）」の頭文字を取ったもので…
とまあ、こんな小難しい話は止めにして、まずはど
んなことができるのか、実際の例を見てみましょう。

◇
今回取り上げる事例は、「今月の逸品」展示

Vol.87( 令和 4 年 11 月 ) でもご紹介した多摩ニュー
タウン№ 939 遺跡出土の土鈴です。縄文時代中期
でも新しい段階のもので、何

なん

等
ら

かの祭
さい

祀
し

に用いられ
たものと考えられていますが、詳しい性格や用法は
明らかになっていません。大きさは直径 5㎝強のそ

ろばん玉のような形で、振ると中で「シャリシャリ」
とかすかな音がします。こうした特徴から、中が空
洞になっていて小さな玉 ( 丸

がん

) が複数込められてい
ることは推測できるのですが、ヒビ一つない完全な
形で出土していることがネックになって、内部の正
確な様子までは判りません。

こうした場合によく用いられるのが二次元の X
線透視画像、すなわちレントゲン写真です。これは、
X 線（目には見えないがエネルギーレベルの極めて
高い光）がモノを透過するという性質を利用したも
ので、これも病院などでよくお目にかかるものです
ね。当センターにも開所当初から備えられています
が（もう 40 年近く活躍している機械です！）、近
年はデジタル・センサーの追加によってフィルム現
像の手間からも解放され、以前にも増して活躍する
ようになりました。次頁

ページ

上段右に示した画像の通り、
この土鈴の内部には小石のような塊が７つほど入っ
ていること、本体は画面下側から蓋を被せるように
閉じていることなどを確認することができます。こ
の画像だけでもかなりの情報が得られるのですが、
一方向からの平面撮影のため、前後に存在するもの
同士が重なってしまっており、個々の詳しい形状な
どを把握しにくいという限界もあります。

当センターのCT装置

第1回　CTスキャン（１）　土
ど

鈴
れい

の中を覗く
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上図土鈴のCＴ解析画像（Ａ・Ｂ；３Ｄモデル、Ｃ・Ｄ；断層画像）　※ほぼ実物大

土鈴（多摩ニュータウン№ 939 遺跡 J24 号住居跡出土）の側面写真 (左 ) と二次元X線透過画像（右）

こんな時により威力を発揮するのが CT です。百
聞は一見に如かず。本頁中段に得られた解析画像の
いくつかを示しました。このうち A・B は CT デー
タから作成した３D 画像です。B 左側のような外面
の形状はもちろん、任意の場所で切断して、そこか
ら奥を見通した画像（Ａ・Ｂ右側）など、必要に応
じて様々なイメージを作成することができます。表
面の凹凸情報だけで表現しているため、あたかもモ
ノクロ写真のように見えますが、内部に込められた
玉一つ一つの形状や表面の質感が、まるで実際に切

断して観察したかのように表現されています。画像
A を見てみると、最も大きな玉の表面には砂岩のよ
うな細かい凹凸が確認できますし、その下の玉は滑
らかで光沢があるようです。また、上・左上のもの
は逆にザラザラした質感で、本例の玉は幾つかの材
質が組み合わさっていることが判ります。断層画像
C で見る玉も、上記を裏付けるように、個々の密度
や粒子の含み具合が異なって表現されています。最
も大きな玉は、細かい粒子が集合している様子から、
やはり砂岩の類でしょう。その大きさや摩

ま

耗
もう

の状況
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キハダ種子 (現
げん

生
せい

) の電子顕微鏡画像

土鈴（№ 939 遺跡 J10 号住居跡出土）CT解析画像 "子持ち土偶（№ 939 遺跡 J15 号住居跡出土）"CT 解析画像

から、河川中流域あたりの砂
じゃ

利
り

が用いられたのかもし
れません。一方、上・右上の玉は、本体と同じ粘

ねん

土
ど

を
用いた土

ど

塊
かい

の可能性も考えられます。
他の土鈴はどうでしょうか。実は、同じ№ 939

遺跡から、もう一例完形の土鈴が出土しています。
直径が 3㎝弱ほど、上下がやや平

へい

坦
たん

になった球形の
ような形を呈し、前述の土鈴とは大きさも形態も異
なりますが、内部の玉は異なる石質の小石の組み合
わせで、似たような様相を示しています。中には、
多
た

孔
こう

質
しつ

安山岩、すなわち溶岩のような欠
か け ら

片とおぼし
きものも認められます。今後、材質の明らかな試料
との比較を試みていけば、より確かな推定が可能に
なるでしょう。いずれにせよ、この遺跡の土鈴の玉
は、異なる素材・石質が組み合わされていることは
確かで、これが単なる偶然なのか、あるいは意図的
なものなのか、新たな考古学的課題も浮かび上がっ
てきました。また、同遺跡からは小形の “ 子持ち土

ど

偶
ぐう

” も出土していますが、こちらには粘土を用いた
形の整っていない玉が１つ入っているだけでした。
こうした相違を明らかにするためには、今後、より
多くの事例について調査する必要があります。

そして今回、断層画像を精査していたところ、本
体の中に形の整った空

くう

隙
げき

があることも確認できまし
た（左頁画像 D）。このような空隙は、土鈴製作時
に粘土に混入していた有機物（種子や虫など）が焼
成によって燃え尽きた痕跡と考えられるものです。
すなわち、この空洞は、当時混入していたモノの形
をそのまま留めているのです。そこで、この空隙の
３D モデルを作成してみると、5mm 強のまるで餃

子のような特徴的な形をしていることが判りまし
た。参考に掲げた電子顕微鏡 (SEM) 画像と比較し
ていただければお判りかと思いますが、これは、キ
ハダという木の種子 ( 果核 ) に酷似しています。

キハダ種子の混入例は、多摩ニュータウン遺跡の
縄文時代中期土器の中にも数例見つかっています。
種子自体にどのような用途があったのかは不明です
が、「黄肌」の名が表すように幹の表皮を剥がすと
鮮やかな黄色の内

ない

皮
ひ

が露出し、これを乾燥させたも
のが生

しょうやく

薬（黄
おう

檗
ばく

）や染料として用いられるなど、長
く人の暮らしにも関わってきた樹木です。本例への
種子混入が意図的なものか否

いな

かは今後の課題です
が、この地に暮らす縄文人達が何等かの目的を持っ
て意図的にキハダの実を採集していたことだけは確
かでしょう。

このように、CT には単に内部の構造を解き明か
すだけでなく、未知の可能性が多く秘められている
のです。　　　　　　　　　　　　（長佐古 真也）

7たまのよこやま 133



たまのよこやま 133　　　　2023 年 6 月 30 日発行
東京都埋蔵文化財センター　〒 206-0033 多摩市落合 1-14-2　TEL 042-373-5296　https://www.tomaibun.jp/

7 ～ 9月のイベント 2023
夏休みの思い出に、自由研究に！　
7月から 9月に開催予定のイベントを紹介します。参加はすべて無料です。

👉 展示解説 ／ 🍂 庭園 ／ ☺ 体験

🎤 講演会・発表会・上映会

大人向け：概ね中学生以上
親子等 ：小学生（事業により異なる）と保護者
低年齢向け：幼児～小学生低学年と保護者

※今号の表紙： 新コーナーで取り上げる多摩ニュータウン № 939 遺跡 J10 号住居跡出土　土鈴　CT 画像

開催中！
令和５年度
企画展示 多摩新街

ニュータウンたま い スクラップブックき
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